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ベニバナヤマシャクヤク（紅花山芍薬） 「ボタン科 ボタン属」

北海道∼九州、朝鮮半島、中国大陸（東北部）に分布し、山地の林内に生える多年草。
村内では一部地域でしか生育が確認されていない。
花期は５∼６月、茎の先に１個上向きに咲き、花弁は５∼６枚、がく片は３∼４枚。
名の由来は、紅色で山に自生し、中国から渡来したシャクヤクに葉の形や蕾が似ているとこ

ろから。
生育地が激減しており、熊本県では絶滅危惧ⅠＡ類（ＣＲ）となっており、保護・保全が必

要である。
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令和7年第6回（6月）定例会

令和7年第6回定例会を6月13日から18日まで開催し、報告議案1件、条例議案3件、予算議案
3件、同意議案1件、その他議案1件の9議案を審議し、全会一致で可決しました。

令和７年度一般会計補正予算(第2号)

補正予算3,792万円が増額され、総額25億7,083万円に

■ 主な歳出

〇議会費 ５６万円
〇総務費 ２，１７２万円
〇民生費 ７万円
〇衛生費 ５７万円
〇商工費 ６７０万円
〇土木費 ７５０万円
〇教育費 ８０万円

歳出計 ３，７９２万円

■ 主な歳入

〇国庫支出金 ４４６万円
〇財産収入 ３０３万円
〇繰入金 ２，１４３万円
〇村債 ９００万円

歳入計 ３，７９２万円

（＊万円以下は、端数調整）

6月定例会（主な議決事項）

産山村住宅リフォーム助成金事業
900万円

「産山村住宅リフォーム助成事業補助金交付要綱」

が改定され定住環境の向上に向けた支援拡大が図られ

ます。なお、補助金額が現行の20万円から最大100万円

に引き上げられ、それに伴い当初予算100万円を1,000

万円にするもの。（村単独）

村内商品送料支援事業
200万円

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた

生活者や事業者を支援することを目的として夏季の産山

村送料無料キャンペーンを行うもの。

（国：194万円 村6万円）



その他主な議案

〇報告第1号 令和6年度産山村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

要旨 6年度中に事業が完了せず、7年度に繰り越す事業（12事業）についての報告。

〇議案第34号 産山村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正するについて

〇議案第35号 産山村職員等の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
要旨 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が改正され、それに伴い条例

を改正するもの。

〇議案第36号 産山村行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条

例について

要旨 「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律」に基づき標準化適合システムへの移

行を進める中で、住登外者宛名管理機能を扱う事務については、マイナンバーの独自利用
を行う事務等として条例に定める必要があるとの国の見解により所要の措置を講じるもの。

〇議案第37号 村有原野の貸付について

要旨 片俣地区の村有原野を㈱古澤農園及び㈱丸山農園に貸し付けるもの。（貸付期間は令和10

年3月31日まで。）
〇同意第 3号 産山村教育委員会委員の任命について

要旨 1名不在となっていた産山村教育委員会委員について、大利地区の甲斐智恵子氏が任命され

ました。
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令和7年度特別会計補正予算

会 計 名 補 正 額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

国民健康保険特別会計（第1号） 24万円 2億1,114万円
高額療養費の区分見直しに伴い総合行

政システムの改修を委託

介護保険特別会計（第1号） 78万円 2億7,538万円
一般介護予防事業について増額させる

もの

（*万円以下は、調整）

6 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

大
利
団
地
の
一
部
住
宅
解
体
撤
去
事
業
に
つ
い
て
、

撤
去
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
問
】

産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
の
違
い
は
何
か
。

【
答
】

現
在
、
解
体
撤
去
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
、
詳

細
を
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
火
災
の
建
物
と
い

う
こ
と
で
廃
棄
物
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
産
業
廃
棄
物
は
、

最
終
処
分
場
へ
持
込
む
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
廃
棄
物
処
理

の
場
所
に
村
か
ら
持
ち
出
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
調
整
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
一
般
廃
棄
物
も
処
理
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
処
分
先
が
具
体
的
に
調
整
が
で
き

て
い
な
い
た
め
、
解
体
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
処

分
先
が
決
ま
れ
ば
解
体
か
ら
処
理
ま
で
は
２
、
３
週
間
程
で

完
了
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
答
】

産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
の
違
い
は
、
阿
蘇
地
域

に
お
い
て
は
、
燃
え
た
カ
ス
は
一
般
廃
棄
物
、
燃
え
残
っ
た

も
の
を
産
業
廃
棄
物
と
い
う
定
義
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
産

業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
産
業
廃
棄
物
施
設
に
持

ち
込
む
こ
と
と
な
る
。
ま
た
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
阿

蘇
管
内
に
も
受
け
入
れ
先
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
受
け
入
れ
の
条
件
が
異
な
っ
て
お
り
、
地
域
や
業
者
な
ど

で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
そ

の
整
理
に
難
航
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

解体処理が進まない大利団地

火災現場
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【
問
】

入
会
権
者
へ
の
原
野
貸
付
料
の
配
分
に
つ
い
て
、
地

元
95
％
、
村
５
％
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
今
後
、
条
例
等
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
村
が
進
め
る
う
え
で
、
今
後
も
村

有
地
の
貸
付
に
関
す
る
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
問
】

産
山
・
田
尻
線
道
路
改
良
事
業
に
伴
う
電
柱
移
設
補

償
と
し
て
、
今
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
柱
移
転
が
必
要
と
な
り
、
20
万

円
の
支
出
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
基
本
的
に

占
用
料
を
も
ら
っ
て
な
い
た
め
、
移
転
に
関
し
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

負
担
で
は
な
い
か
と
理
解
し
て
い
た
が
ど
う
か
。

【
答
】

配
分
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
、
観
光
施
設
誘
致
に
限

り
地
元
95
％
、
村
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
本
来
、
６
対
４
や
７
対
３
だ
っ
た
が
観
光
施
設

誘
致
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る

か
は
現
在
執
行
部
に
て
検
討
し
て
い
る
。

今
後
起
る
で
あ
ろ
う
諸
問
題
を
含
め
て
、
十
分
将
来
の
こ
と

を
考
慮
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
答
】

道
路
の
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
免
除
と
い

う
方
向
で
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側
で
は
、

移
設
に
関
し
て
は
、
移
設
を
必
要
と
す
る
者
が
負
担
す
る
決
ま

り
に
な
っ
て
い
る
。

移
設
す
る
場
合
の
負
担
の
取
り
決
め
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

変
わ
っ
た
か
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側
か
ら
協

定
を
結
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
の
申
し
出
が
あ
っ
て
い
る
。

村
と
し
て
も
支
障
柱
に
つ
い
て
補
償
費
が
か
か
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
占
用
料
を
い
た
だ
く
話
を
し
て
い
る
。
県
内
の
自
治
体
を

見
て
み
る
と
基
本
的
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
に
関
し
て
は
、
各
自
治
体
も

占
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
。
今
、
県
内
で
協
定
を
結
ん
で
い
る

の
が
46
自
治
体
中
32
自
治
体
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
今
後
覚

書
ま
た
は
、
協
定
書
を
結
び
占
用
料
を
徴
収
す
る
方
向
で
話
を

進
め
て
い
る
。
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、
今
後
内
容
を
詰
め
て

進
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
九
州
電
力
の
電
柱
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
う
り
無

償
で
あ
る
。

令和7年第5回臨時会

令和7年第5回臨時会が5月16日に開催し、承認議案2件、予算議案1件の3議案を審議し、
全会一致で可決しました。

令和7年度一般会計補正予算（第１号）

補正予算3,891万円が増額され、総額25億3,291万円に
補正の主なもの
○地域公共交通（乗合バス）（役場内にコールセンターの設置をするもの）

○防災無線遠隔装置移設委託料（役場内の宿直業務を委託警備にするための委託費）

○産山村先導的官民連携支援事業委託（民間賃貸住宅の立地が困難な地域において、分散立地
している公営住宅を集約化・共同化することによる効率的な維持管理及び、DX技術を活用し

た新たな整備・維持管理運営手法の検討を行うもの）

○産山村地域活性化企業人事業委託（令和8年度からの公共ライドシエアの運行開始に備えて、

各種業務を担う専門人材を民間企業から派遣していただくもの）
○産山村空き家改修費等補助金（移住定住者の確保に向けて、不足する住宅環境の改善と空き

その他主な議案

承認第２号 専決処分の承認を求める件について（産山村税条例の一部を改正する条例について）

要旨 公示送達に係るオンライン化に対応する改正及び特定親族特別控除を所得控除に追加するものや

マイナ運転免許証導入に伴う減免申請の際の提示・記載事項を追加するもの。

承認第３号 専決処分の承認を求める件について（産山村国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて）

要旨 国民健康保険税の総課税限度額を106万円から109万円にするもの。
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村内巡視を行いました。
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令和６年度に完成した農事組合法人弁財天の米乾

燥倉庫調整施設
改良工事が進む村道産山・田尻線飛瀬地区

白線が消え危険となっている村道産山・田尻線と

小園・笹鶴線の交差点（御湯船温泉への分岐点）

山吹水源駐車場付近にある水汲み場が河川の洗堀

により危険な状態であることを確認

旧駐在所跡について、国の補助事業を活用し改修

を行い商工会事務所として再生

新規就農研修施設について現在の施設の管理状況

や今後の運営について現場にて執行部より説明

議員による村内施設の視察を6月18日(水）に行いました。
現地視察の結果、議員から各施設の利活用等の状況や改善が必要な点についてさまざまな意見

が出されました。



現在、建築が行われている産山村堆肥センター増設

改築工事の進捗状況を視察

事故が多発している村道山鹿・手野線と古桑野・

長山線の交差点（うぶやまプレイス付近）

漏水が続く大蘇ダムについて九州農政局から今後の対策工事についての説明や大蘇ダム本体の今後の管理に

ついては国が直轄にて管理される旨の説明を受けた。
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産山学園子ども議会の開催

７月１５日、産山学園９年生による子ども議会が開催されました。

子ども議会は、子ども達が産山学園で学んだ９年間の集大成として、自分たちの考える施策を村に対して提案を行うも

のでその中には、天文台や山鹿川の名称変更など提案が実現した例も沢山あります。

今回の子ども議会における９年生の堂々とした発言等に、村の未来を照らす光を感じることができました。

今年の提案

①ブランウンスイス牛を使った乳製品の復活について

②イベントスペースを作り、各種イベントを実施することについて

③県道131号笹倉久住線（村役場前の道路）の愛称策定について

④体験型婚活イベント（通称～今日うぶ～）

*「今日うぶ」とは、今日産山に来ましたの略で最近の若者の流行

である今日好きになりました通称「今日好き」をもとにしてい

ます。

⑤保育留学制度について

⑥うぶちゃんのSNSを復活させ、バズらせる工夫について
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【
議
員
】
う
ぶ
や
ま
学
園
の
生
徒
・
児

童
数
の
維
持
に
様
々
な
対
策
を
既
に

講
じ
て
い
る
が
、
伸
び
悩
む
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
国
際
的
な
子
ど
も

達
も
学
友
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と

が
可
能
か
。

【
村
長
】
学
園
生
徒
・
児
童
数
の
減
少

に
産
山
の
山
村
留
学
制
度
に
よ
る
、

う
ぶ
や
ま
遊
学
の
実
施
を
開
始
し
て
、

こ
れ
に
よ
る
成
果
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
社
会
の
中
で
、
過
疎

地
域
で
は
児
童
生
徒
数
の
確
保
に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
児

童
生
徒
を
海
外
に
求
め
よ
う
と
す
る

こ
と
は
理
解
で
き
る
。

国
際
ク
ラ
ス
の
提
案
は
、
産
山
の
子

ど
も
達
に
と
っ
て
集
団
の
な
か
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
育
成
で
き
る
意

義
あ
る
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
実
現
に
は
多
く
の

課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
て
今
後

研
究
し
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
考
え

る
。

Q 児童数の確保のため、国際クラスはできないものか‼

A 先駆的な事例など情報を収集しながら研究していく

城本 俊成

議 員

■
産
山
学
園
生
徒
数
の
維
持
に

つ
い
て

【
教
育
長
】
産
山
村
山
村
留
学
の
制
度

で
、
今
年
度
よ
り
、
「
う
ぶ
や
ま
遊

学
」
と
し
て
３
つ
の
取
り
組
み
の
う

ち
親
子
遊
学
と
里
帰
り
遊
学
の
２
つ

を
進
め
て
い
る
。

４
月
に
は
１
名
の
親
子
遊
学
を
認

定
し
、
現
在
、
子
ど
も
は
学
園
生
活

を
楽
し
ん
で
い
る
。
今
年
度
こ
れ
か

ら
の
５
年
間
教
育
の
在
り
方
を
示
す

指
針
と
な
る
「
産
山
村
教
育
大
綱
」

の
中
で
、
う
ぶ
や
ま
遊
学
で
、
村
外

か
ら
の
転
入
園
児
・
生
徒
数
の
目
標

値
を
毎
年
３
名
と
し
、
成
果
を
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
際
ク
ラ
ス
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

産
山
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
夢
の
あ

る
意
義
の
あ
る
も
の
と
、
理
解
で
き

る
。
準
備
中
の
セ
ン
タ
ー
入
寮
方
式

の
う
ぶ
や
ま
遊
学
に
も
今
後
つ
な
が

る
話
で
、
検
討
を
し
て
い
く
価
値
意

義
は
非
常
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
担
任
や
担
当
教

諭
と
組
む
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
が
堪

能
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
人
材
確
保

と
、
ク
ラ
ス
に
集
ま
る
児
童
生
徒
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
誘
致
が
、
大
き
な

課
題
と
な
る
。
非
常
に
難
し
い
課
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。
県
内
の
学
校
で

も
、
普
通
学
級
に
外
国
籍
の
子
供
た

ち
が
何
名
か
在
籍
し
、
子
ど
も
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
全
体
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常

難
し
く
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
人
材
確
保
に
非
常
に
苦
慮
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
課
題
克

服
を
含
め
て
来
年
、
国
際
ク
ラ
ス

を
開
設
す
る
熊
大
付
属
小
学
校
を

は
じ
め
、
先
駆
的
な
事
例
を
情
報

収
集
し
な
が
ら
研
究
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

【
議
員
】
若
干
、
時
期
尚
早
で
あ
り

賛
否
両
論
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

計
画
の
と
お
り
学
園
生
の
増
加
が

出
来
れ
ば
問
題
な
い
が
、
全
国
の

地
方
で
同
じ
よ
う
な
考
え
方
で
あ

れ
ば
将
来
を
見
て
、
少
し
そ
う
い

う
こ
と
の
方
向
性
も
検
討
の
余
地

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今年産山学園に入学した児童は２名で、

本村でも少子化が進んでいるため、早

急な対策必要となってきている。
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【
議
員
】
２
０
２
５
年
、
米
の
価
格
は
、
平
年

の
２
倍
に
達
し
、
消
費
者
は
「
高
す
ぎ
て
買
え

な
い
」
生
産
者
は
「
こ
れ
で
も
儲
か
ら
な
い
」

と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
最
近
、
国
政
報
告
会

に
参
加
し
た
が
、
一
番
の
関
心
事
項
と
し
て
米

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

水
田
農
業
の
未
来
像
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
や
集
団
化
、
多
額
資
金
を
投
入
し
耕

地
の
整
備
拡
充
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
産
山
独
自
の
水
田
維
持
戦
略
と
実

施
計
画
と
方
向
性
を
伺
う
。

【
村
長
】
村
地
域
農
業
再
生
協
議
会
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
度
は
、
主
食
食
糧
水
稲
と
し
て
１
５

１
・
７
ha
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
等
11
ha
の
作
付
け
が
行
わ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

村
は
、
生
産
者
の
方
々
に
、
安
心
し
て
お
い

し
い
米
づ
く
り
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
水
田
維
持
戦
略
の
状

況
で
す
が
、
国
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
よ
り
、
農

地
維
持
の
み
な
ら
ず
農
業
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
を

継
続
し
て
い
る
。

総
延
長
94
km
に
及
ぶ
水
路
の
維
持
は
、
と
て

も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
認
識
し
、
補
助
率
の

高
い
国
の
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
改
良
・

更
新
を
進
め
て
い
く
。

Q 村の水田維持の戦略は‼

A 補助率の高い事業を活用し水田の維持を行う

■
コ
メ
問
題

鈴木健士

議 員

ま
た
、
村
の
高
齢
化
に
よ
り
農
地
の
維
持
が
、

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
今
、
農
作
業
の
省
力
化
、

担
い
手
へ
の
支
援
は
不
可
欠
、
急
務
で
あ
り
、
今

後
の
農
業
施
策
の
中
心
に
据
え
て
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
農
業
施
策
の
動
向
に
注

視
し
な
が
ら
、
生
産
者
が
安
心
し
て
農
業
を
続
け

て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】
農
業
イ
ン
フ
ラ
等
は
、
多
面
的
事
業
と

中
山
間
地
交
付
金
の
事
業
で
行
っ
て
い
く
と
受
け

取
り
ま
し
た
。
今
年
度
設
置
を
目
指
し
て
い
る
各

協
定
を
横
断
し
て
の
地
域
協
議
会
に
も
大
変
期
待

し
て
い
る
。
村
の
農
業
維
持
に
、
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
害
獣
問
題
、
機
械
、
資
材
の
高
騰
な
ど
、

農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
も
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
な
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
、
米
が

商
品
化
さ
れ
て
い
る
。
現
状
と
実
績
、
今
後
の
将

来
的
な
展
望
を
伺
う
。

【
経
済
建
設
課
審
議
員
】
令
和
６
年
度
の
寄
附
額

は
５
千
７
６
５
万
円
。
う
ち
、
米
が
５
６
１
万
９

千
円
、
全
体
の
寄
附
額
の
９
・
７
％
。
過
去
２
年

間
の
取
り
扱
い
実
績
は
、
令
和
５
年
度
は
、
30
キ

ロ
袋
換
算
で
42
袋
、
令
和
６
年
度
は
、
約
60
袋
。

今
年
度
は
、
こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

秋
の
新
米
出
荷
時
期
に
出
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
村
、
米
返
礼
品
事
業
者
、
う
ぶ
や
ま
未
来
ラ

ボ
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
整

理
、
検
証
し
、
体
制
強
化
も
含
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
全
体
を
戦
略
的
に
進
め
、
寄
附
額
の
大
台
を
目

指
し
て
い
く
。

【
議
員
】
生
産
者
が
、
安
心
し
て
米
づ
く
り
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
て
い

た
だ
き
、
今
後
は
一
つ
の
事
業
体
が
集
荷
し
て
、

村
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
出
荷
出
来
な
い
か
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、
村
に
あ
る
Ｊ
Ａ
阿
蘇
所
有
の
低
温

倉
庫
が
あ
る
が
、
今
後
、
施
設
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

【
経
済
建
設
審
議
員
】
令
和
５
年
２
月
に
閉
鎖

し
た
Ｊ
Ａ
産
山
低
温
倉
庫
で
あ
る
が
、
現
在
、

牛
の
餌
や
飼
料
、
肥
料
等
の
保
管
倉
庫
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
今
後
も
冷

房
設
備
改
修
を
行
う
予
定
は
な
い
と
い
う
回
答

で
あ
っ
た
。
土
地
は
村
所
有
、
建
物
は
Ｊ
Ａ
の

持
ち
物
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
活
用
し
て
い
く

必
要
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
協
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

【
議
員
】
今
後
、
国
の
米
政
策
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
、
村
に
と
っ
て
有
益
な
状
況
に
な
っ

た
ら
再
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

【
村
長
】
村
に
は
地
域
で
組
織
さ
れ
た
３
つ
の

農
事
組
合
法
人
の
団
体
が
あ
る
。
米
倉
庫
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
に
注
視
し
、
法
人

団
体
・
担
当
課
を
含
め
て
、
検
討
す
る
余
地
は

あ
る
と
思
う
。

現在、飼料や肥料の

倉庫として活用され

ているJA低温倉庫
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【
議
員
】
ヒ
ゴ
タ
イ
交
流
で
タ
イ
国

に
行
け
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。

生
徒
数
が
少
な
く
な
っ
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
修
学
旅
行
の
機
会
に

子
ど
も
た
ち
に
海
外
を
経
験
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

9

Q 修学旅行に海外を取入れては‼

A 海外の修学旅行について学校に促していく

井 芳美

議 員

■
修
学
旅
行
に
つ
い
て

■
ふ
る
さ
と
納
税
つ
い
て

A 条例に規定された事業に充てる

Q ふるさと納税の使い道は‼

■
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て

Q 花の温泉館の今後の対応は‼

A 村で花の温泉館の青写真を造り取組む

【
教
育
長
】
海
外
へ
の
修
学
旅
行
に

つ
い
て
、
そ
の
国
の
歴
史
や
文
化
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
を
学

ぶ
、
い
い
機
会
に
な
る
と
思
う
。

旅
行
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
教
育
的
意
義
を
ふ
ま
え
て
、

学
校
が
保
護
者
と
十
分
話
し
合
っ

た
上
で
、
し
っ
か
り
と
精
査
を
し

て
決
定
を
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る

特
に
、
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
十
分
な
理
解
と
承

諾
が
必
要
で
あ
る
。
旅
費
に
つ
い

て
は
、
現
状
、
保
護
者
負
担
は
１

万
円
で
残
り
は
村
が
補
助
を
し
て

い
る
が
、
こ
れ
が
海
外
に
な
る
と

少
し
上
が
り
、
こ
の
維
持
で
き
る

の
か
な
ど
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
学

校
に
こ
う
い
っ
た
提
案
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
後

施
設
を
ど
う
活
用
し
て
い
く

か
、
村
が
青
写
真
を
つ
く
る

べ
き
だ
と
思
う
。

そ
の
上
で
、
言
わ
れ
る
資

金
面
と
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
必

要
な
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対

し
て
ど
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
、
こ
う
い
っ
た
こ

と
も
調
査
し
た
上
で
、
必
要

な
資
金
を
確
保
す
る
。

そ
の
た
め
に
資
金
の
調
達

方
法
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
と
い

う
手
法
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
使

い
方
と
方
向
性
を
尋
ね
る
。

【
総
務
課
長
】
ふ
る
さ
と
納
税
の

現
状
の
状
況
は
平
成
20
年
当
時

約
４
万
か
ら
始
ま
り
年
々
増
加

し
令
和
６
年
度
は
お
お
よ
そ
３

百
点
の
返
礼
品
と
寄
附
件
数
２

７
２
０
件
、
約
５
千
７
６
５
万

円
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
寄
附
金
を
財
源
と
す

る
対
象
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

１
、
教
育
ま
た
は
文
化
の
振
興

に
関
す
る
事
業

２
、
環
境
の
保
全
ま
た
は
再
生

に
関
す
る
事
業

３
、
保
健
、
医
療
ま
た
は
福
祉

の
充
実
に
関
す
る
事
業

４
、
産
業
の
振
興
に
か
か
る
地

域
の
活
性
化
に
関
す
る
事

業

５
、
安
全
で
安
心
な
村
民
生
活

の
確
保
に
関
す
る
事
業

６
、
全
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
村
長
が
第
１
条
に

指
定
す
る
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
必
要
と
認
め

る
事
業
と
さ
れ
て
い
る
。

【
議
員
】
今
回
の
㈱
阿
蘇
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
撤
退
の
説
明
と
、
今

後
の
役
場
と
し
て
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
尋
ね
る
。

【
村
長
】
指
定
管
理
者
で
あ
る
阿

蘇
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
よ
り
指
定

管
理
の
取
消
の
正
式
な
申
出
が

あ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
、
当
施
設
を
利

活
用
で
き
る
よ
う
今
後
執
行
部

で
検
討
・
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た

な
指
定
管
理
者
の
公
募
な
ど
い

ろ
ん
な
形
を
想
定
し
な
が
ら
、

利
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
議
員
】
花
の
温
泉
館
基
金
を
創

設
し
て
い
た
だ
い
て
募
金
を
募

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
副
村
長
】
今
回
、
阿
蘇
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
と
の
協
議
の
中
で

も
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
は

事
業
計
画
や
再
生
計
画
の
見
直

し
と
い
う
話
の
中
で
、
そ
れ
が

提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
て
、

今
回
、
指
定
管
理
の
取
消
申
出

と
い
う
経
緯
と
な
っ
た
。

指定管理が解除された花の温泉館

（写真は、令和５年１０月撮影）



Q 山村留学センター方式留学の早期実現を‼

A 山村留学プロジェクトチームや各課と連携し
実現に向け取り組む

井 春夫

議 員

■
山
村
留
学
の
推
進

【
議
員
】
山
村
留
学
に
よ
り
一
定
数
の
子
ど
も

が
村
で
学
ぶ
こ
と
で
、
学
校
の
存
続
が
可
能

と
な
る
。

加
え
て
、
教
育
的
な
価
値
も
高
く
評
価
を

さ
れ
、
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
育
つ
こ
と

が
で
き
る
環
境
は
、
子
ど
も
達
の
自
主
性
や

協
調
性
を
育
む
の
に
適
し
て
い
て
、
親
元
を

離
れ
て
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
は

自
立
心
を
養
い
、
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

産
山
学
園
の
生
徒
数
は
82
名
、
５
年
後
は

69
名
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
本
年
度
よ
り
産
山
村
を

大
事
に
思
う
人
材
、
産
山
村
の
よ
さ
が
分
か

る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
「
う
ぶ
や
ま

遊
学
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
訳
だ
が
、
今
一

度
簡
潔
に
説
明
願
う
。

【
教
育
長
】
「
う
ぶ
や
ま
遊
学
」
に
は
、
三

つ
の
遊
学
が
あ
る
。
「
セ
ン
タ
ー
方
式
遊
学
」

は
子
ど
も
を
一
か
所
の
施
設
で
生
活
さ
せ
る

方
式
。
「
親
子
遊
学
」
は
子
ど
も
と
親
が
産

山
に
来
て
、
公
営
住
宅
や
空
き
家
を
利
用
し
、

産
山
学
園
で
学
ぶ
方
式
。
「
里
帰
り
遊
学
」

は
在
村
の
近
親
者
で
あ
る
他
地
域
に
居
住
し

て
い
る
子
供
が
、
産
山
で
学
ぶ
方
式
で
あ
る
。
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【
議
員
】
移
住
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
移
住
希
望
者
や

親
子
留
学
希
望
者
の
住
宅
確
保
、
う
ぶ
や

ま
遊
学
の
取
り
組
み
の
早
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。

特
に
住
宅
問
題
は
、
遊
学
に
対
し
て
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
う
ぶ
や
ま
遊
学
の
「
親
子
留

学
」
「
里
帰
り
留
学
」
で
は
留
学
生
の
確

保
は
難
し
い
。
産
山
の
自
然
と
産
山
学
園

の
学
習
環
境
な
ど
前
面
に
打
ち
出
し
て
、

「
セ
ン
タ
ー
方
式
遊
学
」
を
早
期
に
検
討
、

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
教
育
長
】
セ
ン
タ
ー
方
式
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
児
童
生
徒
数
も
増
え
る
た
め
、
早

急
に
検
討
し
て
い
る
が
、
指
導
員
等
の
人

材
確
保
や
施
設
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
指
導
員
等
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、

山
村
留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討

を
重
ね
、
産
山
村
に
合
っ
た
形
を
模
索
し
、

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

つ
つ
準
備
し
て
い
き
た
い
。

４
月
に
「
親
子
遊
学
」
で
１
名
を
認
定

し
、
現
在
該
当
児
童
が
学
園
生
活
を
楽
し

ん
で
お
り
、
該
当
児
童
の
母
親
か
ら
、
豊

か
な
自
然
と
先
進
的
な
教
育
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

【
議
員
】
解
決
す
べ
き
問
題
も
多
々
あ
る
と

思
う
が
、
産
山
村
に
若
い
世
代
の
声
が
響

き
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
移
住
定
住
の
促
進
や
住

宅
の
新
た
な
建
築
を
含
め
、
早
期
に
実
現

す
る
よ
う
検
討
願
う
。

施
設
に
つ
い
て
は
、
地
区
公
民
館
や
空

き
家
の
一
部
改
築
、
既
存
施
設
の
借
上
げ

等
、
ま
た
運
営
方
法
も
民
活
を
導
入
す
る

な
ど
の
複
数
の
案
が
あ
り
、
検
討
を
要
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
村
が
今
推
進
し
て
い

る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
各
課
連
携
の
も
と
、
実
現

を
急
ぎ
た
い
。

昨年度よりうぶやま遊学体験セミナーを夏休み期

間中に開催し、本村への山村留学を促しており、

今年は１組の方が親子遊学で本村へ来られました。
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西村 直樹

議 員

Q 村内における事故防止の対策を‼

A 村内の交差点を点検し各関係機関と連携し対策を講じる

■
村
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
多
発
に
つ
い
て

【
議
員
】
う
ぶ
や
ま
プ
レ
イ
ス
の
交
差
点
で
大
き

な
事
故
が
発
生
し
た
と
聞
い
た
。

こ
の
交
差
点
で
以
前
も
旧
山
菜
加
工
場
の
方

に
衝
突
し
て
い
た
。
今
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加

で
外
国
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
も
来
ら
れ
、
日

本
の
交
通
ル
ー
ル
が
分
か
っ
て
い
な
い
ド
ラ
イ

バ
ー
も
い
る
と
思
う
。
最
近
あ
っ
た
事
故
の
内

容
を
聞
く
。

【
村
長
】
交
差
点
で
起
き
た
事
故
で
こ
の
交
差
点

で
は
過
去
に
９
件
程
度
発
生
し
て
い
る
。

信
号
機
が
な
い
村
と
い
う
こ
と
で
有
名
に
な

る
部
分
は
あ
る
が
、
事
故
が
多
発
す
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
警
察
等
と
一
緒
に
検
証
し
な
が
ら
、

事
故
防
止
に
向
け
て
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
務
課
長
】
事
故
の
状
況
で
あ
る
が
、
ヒ
ゴ
タ

イ
ロ
ー
ド
を
阿
蘇
市
方
向
か
ら
産
山
村
方
向
へ

直
進
し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
と
、
大
蘇
ダ
ム
方
向

か
ら
う
ぶ
や
ま
プ
レ
イ
ス
方
向
へ
直
進
し
て
来

た
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
が
、
交
差
点
で
出
合
頭

に
事
故
を
起
こ
し
、
３
名
が
負
傷
し
た
。

直
進
車
に
対
し
、
一
時
停
止
す
る
べ
き
車

が
追
突
し
、
そ
の
は
ず
み
で
直
進
車
の
ト
ラ

ッ
ク
が
山
菜
工
房
前
の
柵
に
衝
突
し
破
損
さ

せ
た
。

詳
し
い
事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
現
在
調

査
中
で
あ
る
。

【
議
員
】
昨
年
の
産
山
村
で
起
き
た
交
通
事
故

の
件
数
を
尋
ね
る
。

【
総
務
課
長
】
事
故
の
件
数
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

【
議
員
】
御
湯
船
温
泉
館
に
行
く
村
道
産
山
・

田
尻
線
と
の
交
差
点
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ

イ
の
入
り
口
、
な
で
し
こ
の
里
前
、
産
山
区

日
向
の
詰
所
、
産
山
区
南
谷
交
差
点
な
ど
意

外
と
交
通
事
故
が
あ
っ
て
い
る
の
で
看
板
の

設
置
や
停
止
線
な
ど
、
分
か
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】
今
回
事
故
の
あ
っ
た
こ
の
交
差

点
で
は
一
旦
停
止
違
反
の
事
故
が
多
い
こ
と

か
ら
、
交
差
点
手
前
に
注
意
喚
起
の
看
板
を

設
置
し
た
り
、
外
国
人
が
起
こ
し
た
事
故
発

生
後
に
は
、
英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
で
標

記
し
た
看
板
も
設
置
し
て
い
る
。

死
亡
事
故

物
損
事
故

人
身
事
故

0
件

39
件

4
件

路
面
に
は
止
ま
れ
の
文
字
も
白
線
で
標
記

し
て
い
る
が
、
看
板
の
位
置
、
サ
イ
ズ
、
標

記
言
語
な
ど
検
証
し
て
、
改
善
す
べ
き
で
あ

れ
ば
対
応
し
た
い
。

村
内
に
お
い
て
も
停
止
線
が
消
え
る
な
ど
、

道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
道
路
交
通
標
識
、

例
え
ば
横
断
歩
道
や
停
止
線
、
一
時
停
止
線

な
ど
の
規
制
の
伴
う
道
路
標
識
や
道
路
標
示

な
ど
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
公
安
委
員
会
が

所
管
し
、
設
置
や
管
理
を
し
て
い
る
。
村
で

は
、
交
差
点
等
の
状
況
を
点
検
し
、
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
公
安
委
員
会
等

に
要
望
し
、
県
道
で
あ
れ
ば
熊
本
県
、
村
道

で
あ
れ
ば
村
が
設
置
し
、
管
理
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
外
側
線
や
注
意
喚
起
の
看
板

な
ど
の
設
置
や
補
修
は
、
警
察
、
県
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
防

止
に
対
策
を
講
じ
た
い
。

事故が多発している村道山鹿・手野線

（ヒゴタイロード）と村道古桑野・長山

線の交差点

令和6年度

村内事故件数



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参 加 者

5月16日 第５回臨時会・第３回全員協議会 産山村 全 員

5月17日 産山学園校区民体育祭 産山村 全 員

5月21日 例月監査 産山村 監査委員

5月21日～22日 全国町村正副議長研修会・県関係国会議員への要望 東京都 議長・副議長

5月23日 熊本県町村議会議長会理事会 熊本市 議 長

5月26日 阿蘇デザインセンター監査 産山村 議 長

5月29日
国道５７号整備促進期成会・中九州地域高規格道路推進期総会

熊本県町村監査委員研修会及び臨時会

菊陽町

小国町

議 長

監査委員

6月3日 熊本県町村議会議長会臨時総会及び研修会 熊本市 議 長

6月4日 産山村社会福祉協議会理事会 産山村 議 長

6月6日

阿蘇デザインセンター理事会

防災会議

議会運営委員会

産山村

議 長

議 長

議会運営委員

6月13日～6月18日 6月定例会及び第4回全員協議会 産山村 全 員

6月19日 阿蘇地区防犯協会総会 阿蘇市 議 長

6月24日

社会福祉協議会評議委員会

例月監査

秋田県上小阿仁村議会本村行政視察

産山村

正副議長・監査委員

監査委員

正副議長・総務文教厚生委員長

6月25日 阿蘇農業協同組合第24回通常総代会 阿蘇市 議 長

6月27日
県庁阿蘇会

熊本県町村議会議長会正副会長引継ぎ
熊本市

副 議 長

議 長

6月30日 阿蘇広域行政事務組合臨時会 阿蘇市 広域行政議員

7月3日 産山村「学力向上推進地域」研究発表会 産山村 全 員

7月9日 熊本県町村監査委員研修会及び臨時会 熊本市 監査委員

7月10日 総務文教厚生常任委員会 産山村 総務文教厚生委員

7月11日 阿蘇地域振興デザインセンター理事会 阿蘇市 議 長

7月15日
子ども議会

地域おこし協力隊報告会
産山村 全 員

7月16日 広報特別委員会 産山村 広報委員

7月22日 熊本県町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会（リモート) 産山村 正副議長・各委員長

7月25日 熊本県町村議会第1回正副会長会 熊本市 議 長

7月29日 阿蘇市町村正副議長・常任委員長研修会 阿蘇市 正副議長・各委員長

7月30日
例月監査

阿蘇森林組合総代会

産山村

阿蘇市

監査委員

議 長

広報特別委員会

委員長 岩下 徳行 副委員長 城本 俊成

委 員 井 芳美 委 員 鈴木 健士

発行責任者 議長 西澤 正
編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎ 0967―25―2635

６月３日に熊本県町村議会議長会臨時総会

が開催され、その中で役員の改選があり、本村、

西澤正議長が副会長に選任されました。

今年の梅雨明けは６月２７日でした。

平年よりも２２日も早く、過去最も早い梅雨明けとなりました。

この先厳しい暑さが長く続くということになります。

熱中症などの体調管理もさることながら、農作物の管理に気を使

わなければならなくなります。異常な気候であっても、例年並み・

それ以上の収穫成果を願わずにはいられません。

異常でも平常でありますよう。

編集後記


